
 

「技能検定」について 
 

 ・国家検定試験。 
    労働者の力量を公証し、労働者の地位向上を図るもの。 
    モノづくり人材の育成に大きな役割。 
 
 ・実施体制＜職業能力開発促進法第46条＞ 
   熊本県 
     厚労省の実施計画に基づき政令で定めるもの（試験実施、合格証の交付など）を行う。 
 

   熊本県職業能力開発協会 
     都道府県知事は業務の一部を都道府県協会に行わせることができる。⇒試験の実務を実施 
 

 ・技能検定合格者数    県内で延べ約５５，０００人 
 

 ・H30年度県内実施状況  受検者数 ２，９５５人   合格率 ５７．５％ 
 

 ・試験区分  特級、１級、２級、３級、単一等級 
 ・試験内容  学科（１～２時間）   実技（３～４時間が多い。） 
 

 ［外国人（技能実習生）を対象とする技能検定試験］ 
    試験区分  基礎級、随時２級、随時３級 
    試験内容  学科（１時間）、実技（２５分～２時間半） 
    対象職種  建設、食品製造、衣服、機械・金属系の53職種 
    H30年度県内実施状況  受検者数 １，５０６人 （H２９年度 ８７８人） 

部外者規制線 

検定委員（試験官） 

試験の様子（熊本花き地方卸売市場を借用し、臨時的に設営した会場） 

借用施設（木くず飛散防止膜） 

（内装仕上）試験 （かわらぶき）試験 

（防水施工）試験 熊本県職業能力開発協会の概要 
 
 法人   職業能力開発促進法に基づく熊本県認可法人 
 設立   昭和54年4月 
 職員数 １６人 
 事務所 益城町（産業支援財団の建物内を賃借） 
 
 主な事業 
  （１）技能検定国家試験、ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｷｬﾘｱ検定試験 など 
  （２）技能振興・継承に関する事業 
  （３）人材育成の支援に関する事業 
  （４）能力開発の専門相談に関する事業 

受検者数の推移（単位：人） 

年度 



 

技能検定職種一覧表（130 職種） 

平成 30 年７月 23 日現在 

 技能検定職種 

建設関係 造園、さく井、建築板金、冷凍空気調和機器施工、石材施工、

建築大工、枠組壁建築、かわらぶき、とび、左官、築炉、ブロ

ック建築、エーエルシーパネル施工、タイル張り、配管、厨房

設備施工、型枠施工、鉄筋施工、コンクリート圧送施工、防水

施工、樹脂接着剤注入施工、内装仕上げ施工、熱絶縁施工、カ

ーテンウォール施工、サッシ施工、自動ドア施工、バルコニー

施工、ガラス施工、ウェルポイント施工、塗装、路面標示施工、

広告美術仕上げ 

窯業・土石関係 陶磁器製造 

金属加工関係 金属溶解、鋳造、鍛造、金属熱処理、粉末冶金、機械加工、放

電加工、金型製作、金属プレス加工、鉄工、工場板金、めっき、

アルミニウム陽極酸化処理、溶射、金属ばね製造、仕上げ、切

削工具研削、ダイカスト、金属材料試験 

一般機械器具関係 機械検査、機械保全、産業車両整備、鉄道車両製造・整備、内

燃機関組立て、空気圧装置組立て、油圧装置調整、縫製機械整

備、建設機械整備、農業機械整備、テクニカルイラストレーシ

ョン、機械・プラント製図 

電気・精密機械器具関係 電子回路接続、電子機器組立て、電気機器組立て、半導体製品

製造、プリント配線板製造、自動販売機調整、光学機器製造、

電気製図 

食料品関係 パン製造、菓子製造、製麵、ハム・ソーセージ・ベーコン製造、

水産練り製品製造、みそ製造、酒造 

衣服・繊維製品関係 染色、ニット製品製造、婦人子供服製造、紳士服製造、和裁、

寝具製作、帆布製品製造、布はく縫製 

木材・木製品・紙加工品 

関係 

機械木工、家具製作、建具製作、紙器・段ボール箱製造、畳製

作、表装 

プラスチック製品関係 プラスチック成形、強化プラスチック成形 

貴金属・装身具関係 時計修理、貴金属装身具製作 

印刷製本関係 プリプレス、印刷、製本 

その他 ウェブデザイン、キャリアコンサルティング、ピアノ調律、フ

ァイナンシャル・プランニング、知的財産管理、ブライダルコ

ーディネート、接客販売、金融窓口サービス、着付け、ホテル

・マネジメント、レストランサービス、フィットネスクラブ・

マネジメント、ビル設備管理、園芸装飾、ロープ加工、情報配

線施工、化学分析、印章彫刻、ガラス用フィルム施工、塗料調

色、義肢・装具製作、舞台機構調整、工業包装、写真、調理、

ビルクリーニング、ハウスクリーニング、産業洗浄、商品装飾

展示、フラワー装飾 

 注：下線の 19 職種については、指定試験機関（民間機関）において実施。 
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